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	【KTVF】　韓国技術ベンチャー財団　東京事務所
〒105-0011　東京都港区芝公園3-5-8　機械振興会館B107-2-1
TEL：03-3436-1396　FAX：03-3436-1397　　URL：www.ktvfjp.com



２０１６年度第２回日本技術移転説明会（韓国・グローバル市場）開催のご案内


拝啓　新涼の候、御社におかれましては、ますますご盛栄のこととお慶び申し上げます。平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。

　　このたび、弊財団では、韓国や東南アジアなどグローバル市場とのビジネス交流・協力をお考えの日本企業様を対象に、下記の通り技術移転説明会を開催いたします。日本技術移転説明会とは、多数の韓国企業が一同に集まり、日本技術をご紹介させていただくイベントでございます。
韓国企業が求めているニーズ技術を保有している日本企業を含め、韓国や東南アジア市場などグローバル市場への進出をお考えの企業様におかれましては、是非この機会に技術説明会へのご参加をご検討いただけますよう、お願い申し上げます。説明会への参加をご希望の場合は、別紙の申込書にご記入の上、担当までお知らせ下さい。
　　今後ともお引き立て賜りますようお願い申し上げます。貴社のますますのご発展を心より祈念申し上げます。
敬具
記

· 行 事 名 ： ２０１６年度第２回日本技術移転説明会（韓国・グローバル市場）
· 主    催 ： 韓国産業通商資源部

· 共    催 ： 韓国産業技術振興院、韓国技術ベンチャー財団
· 日    程 ： ２０１６年１１月１６日(水)　１０時～１７時
· 場    所 ： 韓国・韓国科学技術会館　http://icc.kofst.or.kr
　　　　　　　　(ソウル市江南区驛三洞６３５－４　地下鉄２号線「江南」駅下車、１２番出口)

· 主な行事構成 
１．技術プレゼンテーション

　　　－各企業の商談日程の前後に、日本からの参加企業の技術に関するプレゼンテーショ

　　　　　ンを開催（時間は１５分、日本語で行い同時通訳つき）

２．商談会
　　　－１０時より各企業別の日程に従って商談会を開始
· 選定企業 ： 約１０社
· 対象分野 
1  医療・バイオ ② 電気・電子 ③ 機械・部品 ④ 金属•加工 ⑤ 環境・エネルギー等

· 申請対象となる企業 
1． 韓国からの技術ニーズ３９件【別紙①】に該当する技術を保有している日本企業
2． １．には該当しないが、韓国・東南アジアなどのグローバル市場に進出可能な技術（製品）を保有している日本企業
　　※上記に該当する企業様で技術移転説明会の参加が難しい場合は、弊財団で継続的な支援をさせていただきますので、ぜひ申し込みください。
· 申し込み期限　：　２０１６年１０月７日(金)　まで 【別紙②、③参照】
以上
○　ご参考事項
１．参加者数：　１社あたりの参加人数は制限なし
　　　　　　　　　　ただし、技術や製品のプレゼンテーションができる方の出席を必須
２．費用負担：　参加費は無料
　　　　　　　　　　なお、韓国までの旅費、滞在費等は全額自己負担
３．参加メリット　

－企業概要や技術紹介文（日本語）を、韓国語への翻訳支援（無料）
－韓国企業とのビジネスマッチング支援
－商談会における通訳支援（無料）
－選定された日本企業について、韓国技術ベンチャー財団（KTVF：Korea　Techno-Venture　Foundation）が、商談会や韓国でのビジネスマッチング、成約までの一連のプロセスを全面的にサポート
４．契約締結：　技術マーケティング委任契約書の事前締結が必要
○　今後のスケジュール

	日程
	内　　容

	10月7日まで
	参加企業の決定および技術紹介資料(財団指定様式)の提出

(各企業⇒韓国技術ベンチャー財団)

	10月10日~
	技術資料の翻訳作業　(日本語⇒韓国語：韓国技術ベンチャー財団)

	10月~11月上旬
	バイヤー発掘　(韓国技術ベンチャー財団)

	11月 上旬
	技術発表のスケジュール表、確認事項など詳細情報のご案内

	11月16日
	日本技術移転説明会当日


○　お問合せ 　
韓国技術ベンチャー財団　東京事務所

(TEL : 03-3436-1396　　FAX : 03-3436-1397)

E-mail：ktvf.japan.ha@gmail.com/　担当：河(ハ)　アラン


【別紙①】韓国ニーズ技術リスト
２０１６年度第２回日本技術移転説明会_韓国ニーズ技術リスト(３９社)
	안내번호
	韓国ニーズ技術

	1
	移動型スマート気象観測機器(The Movable Smart Weather Meter)

	2
	自動車フロアカーペット製造技術(dilour type automotive carpet) 

	3
	高倍率で様々な厚さに対応できるOlefin系Plastic発泡Sheet素材と加工技術の開発

	4
	極低温流体用バルブ技術

	5
	自動地下水位制御システム

	6
	環境にやさしい、低騒音、排水性アスパルト混合物

	7
	油圧プレスの製造技術(低騒音・低動力)

	8
	難燃・準不燃(不燃)木材関連技術(新技術、品質・機能・工程の改善)

	9
	図書館高速検索エンジン技術およびWeb Crawling技術

	10
	構造用接着剤(Epoxy Resin)技術の導入

	11(1)
	早強型高維持剤の製造＆AMPEGベースの混和剤

	11(2)
	VPEGを利用したポリカルボキシレートエーテルの合成方法

	12
	自動車構造用接着剤、エポキシ硬化剤

	13
	メッキ薬品(韓国での生産が可能な企業)

	14(1)
	歯科用工具の製造技術

	14(2)
	オートバイエンジン加工用工具の製造技術

	15
	浮遊選別による重晶石粗鉱精製技術(TECH : Beneficiation of Barite ore using  Flotation)

	16
	ウレタンコーティング技術の拡大

	17(1)
	高度計測のための気圧計センサー

	17(2)
	産業現場での安全モニタリングのための精密なスマートセンサー

	18
	Latex Turbidimetric Immunoassay(LTIA, ラテックス免疫比濁法)

	19
	航空機ランディングギア(Landing gear)部品の加工高度化技術

	20
	発泡ポリエチレン(PE)およびその他の複合材料パネルの製造技術(プラスチック系断熱材、廃プラスチッックのリサイクル材料)

	21(1)
	機能性乳酸菌

	21(2)
	発酵技術

	21(3)
	乳酸菌培養技術

	22(1)
	Low NOX OIL BURNER(低NOXオイルバーナー）

	22(2)
	気化式石油ボイラーの開発

	23
	HDI(Hexamethylene Diisocyanate)の合成・製造技術

	24
	多孔質金属の製造技術

	25
	ステムセル関連自動化設備技術

	26
	溶融めっき(精密加工製品の表面処理方法)

	27
	ゴム金型および量産に適用する技術(バーレス。ゴムのコスト削減）

	28
	PEEKを原材料とする射出成形金型技術

	29
	光学用シート生産設備の開発および運用技術

	30
	LM Guideと本体が一体化しているリニアアクチュエータ

	31
	ステレオカメラのX、Y座標抽出アルゴリズムの開発

	32
	シルバー住宅リフォーム技術および福祉用安全手すり製造技術

	33
	レーダーセンサー技術およびレーダーセンサー製品

	34
	室内外インテリアまたはGRAPHIC DESIGNコンテンツ

	35
	1. おにぎり包装機械、包装技術のノーハウ  2. おにぎりのノーハウ

	36
	下水処理に使われる高効率・大容量の総窒素除去装置

	37
	RICOCEL(リコセル)

	38
	高機能性わさびのスマートファーム栽培技術に必要なわさび品種と組織培養苗、AITC(Allyl-isothiocyanate)含有料増加技術

	39(1)
	早強型高維持剤の製造

	39(2)
	VPEGを利用したポリカルボキシレートエーテルの合成方法(Polyethylene glycol mono Methallyl ether)


※詳細資料につきましては、別途添付資料にてご送付いたします。
【別紙②】申込書　申込み締切日：2016年10月7日(金)
２０１６年度第２回日本技術移転説明会（韓国・グローバル市場）申請書

※技術紹介書の各項目に内容を記入し、４-６Pageで作成してください。
※提出いただいた申請書は、採択の可否に関わらず返却しませんので、ご了承ください。

１．申請企業の概要
	（ふりがな）
企業名・設立日
	
	（ふりがな）
代表者
	

	申請技術
	

	事業内容
	

	資本金
	
	売上
	

	従業員数
	
	電話番号
	

	Email
	
	FAX
	

	URL
	

	所在地
	


	担当連絡先

	連絡担当者：
電話番号：
Ｅ－ｍａｉｌ：


２．申請技術の紹介
	１）技術概要

	技術の内容を４００字以内で簡潔に記載してください。



	２）技術特徴

	新規性、差別性、競争優位性、市場性などについて記載してください。



	３）　技術適用範囲

	本技術および関連技術が適用できる分野・製品を具体的に記載してください。（製品写真などを添付）



	４）　知的財産権

	日本または韓国などの海外特許出願・登録現況を記載してください。
番号
特許出願国
特許番号
出願(登録)日
特許名



	５）　技術ライセンシング希望先

	対象となる企業・顧客ターゲット、対象分野を具体的に記載してください。



	６）　技術移転条件

	技術指導、技術ライセンシング、共同研究など各目標別に希望される条件を記載してください。



【別紙③】　日本シーズ技術に関する発表資料(PPT様式)　添付ファイル
